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タイトル（テーマ）

DropTalk（アプリ）で曲を流そう

・例年はＣＤで曲を流していたが、生徒がタブレットの画面をタッチして曲を流すことで、手指の巧緻性を高める取り組みにつなげることができた。
・今後はタッチペンを工夫することで、手先が不自由な生徒でも鳴らし易い工夫をする必要がある。

取組の内容・授業の様子(中学部)
①授業の内容：朝の学習「おはようの歌」「季節の歌」「ふれあい遊び、遊び歌」
②支援のポイント：タブレットの曲を自分で流し、日直の意識をもたせる。
③使用した機器：タブレット

成果と今後の課題

7 日

使用したアプリ 

初期画 設定後 

編集画面でミュージックやテキ

ストなどを設定する。画面をタッ

チするだけで曲や音声が流れる。 

今回は生徒が分かり易いように、

鳴らす順番に番号を付けた。 


